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(57)【要約】
【課題】表示品位を改善する。
【解決手段】液晶表示装置１０は、異なる色を呈する複
数の画素部ＰＸを行列状に配列してなる液晶パネル１１
と、複数の画素部ＰＸに、相対的に高輝度な明画素部Ｈ
ＰＸと、相対的に低輝度な暗画素部ＬＰＸと、が含まれ
て、明画素部ＨＰＸの表示階調と暗画素部ＬＰＸの表示
階調との平均階調を利用した表示駆動を行う表示駆動部
２２と、複数の画素部ＰＸにおける明画素部ＨＰＸ及び
暗画素部ＬＰＸの配置パターンを複数種類記憶する記憶
部２３と、記憶部２３に記憶された複数種類の配置パタ
ーンの中から選択された配置パターンを、表示駆動部２
２による表示駆動に利用させる設定を行うためのパター
ン設定部２４と、を備える。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる色を呈する複数の画素部を行列状に配列してなる表示部材と、
　複数の前記画素部に、相対的に高輝度な明画素部と、相対的に低輝度な暗画素部と、が
含まれて、前記明画素部の表示階調と前記暗画素部の表示階調との平均階調を利用した表
示駆動を行う表示駆動部と、
　複数の前記画素部における前記明画素部及び前記暗画素部の配置パターンを複数種類記
憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された複数種類の前記配置パターンの中から選択された前記配置パタ
ーンを、前記表示駆動部による表示駆動に利用させる設定を行うためのパターン設定部と
、を備える表示装置。
【請求項２】
　前記表示部材は、複数の前記画素部が配列される表示領域と、前記表示領域にて列方向
に沿って延在しつつ複数の前記画素部に接続されてそれらに画像信号を供給する信号配線
と、前記表示領域を迂回する形で引き回されてその一部ずつが前記信号配線の両端側部分
と絶縁膜を介して重畳する予備配線と、を備える請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示部材は、列方向に沿って延在しつつ前記列方向に沿って直線状に並ぶ複数の前
記画素部に接続されてこれらの画像信号を供給する信号配線を備えており、
　前記記憶部は、複数種類の前記配置パターンに、前記明画素部及び前記暗画素部が前記
列方向に沿って直線状に配される直線状配置パターンを含むよう記憶する請求項１または
請求項２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示部材は、列方向に沿って延在しつつ千鳥状に並ぶ複数の前記画素部に接続され
てこれらに画像信号を供給する信号配線を備えており、
　前記記憶部は、複数種類の前記配置パターンに、前記明画素部及び前記暗画素部が千鳥
状に配される千鳥配置パターンを含むよう記憶する請求項１または請求項２記載の表示装
置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の表示装置を備えるテレビ受信装置。
【請求項６】
　異なる色を呈する複数の画素部を行列状に配列してなる表示部材を製造する表示部材製
造工程と、
　複数の前記画素部に相対的に高輝度な明画素部と相対的に低輝度な暗画素部とが含まれ
て前記明画素部の表示階調と前記暗画素部の表示階調との平均階調を利用した表示駆動を
行う表示駆動部と、複数の前記画素部における前記明画素部及び前記暗画素部の配置パタ
ーンを複数種類記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された複数種類の前記配置パターン
の中から選択される前記配置パターンを前記表示駆動部による表示駆動に利用させる設定
を行うためのパターン設定部と、を実装する実装工程と、
　前記表示部材に検査画像を表示させて複数の前記画素部の表示階調を検査する検査工程
と、
　前記検査工程による検査結果に基づいて前記記憶部に記憶された複数種類の前記配置パ
ターンの中から選択される前記配置パターンを、前記表示駆動部による表示駆動に利用さ
せる設定を前記パターン設定部により行うパターン設定工程と、を含む表示装置の製造方
法。
【請求項７】
　前記表示部材製造工程では、前記表示部材に、複数の前記画素部が配列される表示領域
と、前記表示領域にて列方向に沿って延在しつつ複数の前記画素部に接続されてそれらに
画像信号を供給する信号配線と、前記表示領域を迂回する形で引き回されてその一部ずつ
が前記信号配線の両端側部分と絶縁膜を介して重畳する予備配線と、を設けていて、
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　前記検査工程では、前記信号配線の断線の有無を検査しており、
　前記検査工程と前記パターン設定工程との間に行われて断線が生じていた前記信号配線
の両端側部分と前記予備配線の一部ずつとの重畳箇所間に介在する前記絶縁膜を破壊して
これらを短絡させる修理工程を含む請求項６記載の表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置、テレビ受信装置及び表示装置の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の液晶表示装置の一例として下記特許文献１に記載されたものが知られている。こ
の特許文献１に記載された液晶表示装置は、予備配線を設けることによってソースバス配
線の断線修正機能を有する駆動回路を備える。駆動回路に備えられる電圧補正部は、印加
されるバイアス電圧に対応した出力でソース信号をサンプルアンドホールド回路からの駆
動信号に基づいて各ソースバス配線に出力するバッファと、高インピーダンスとなってい
るソースバス配線を検知し、検知信号を出力するコンパレータと、所定のタイミングで検
知信号をラッチするラッチ回路と、ラッチ回路からのラッチ信号に基づいて高バイアス電
圧と低バイアス電圧とのうちのいずれか一方をバッファに印加するスイッチと、を備える
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１８５１４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記した特許文献１に記載された液晶表示装置では、断線修正に伴って高インピーダン
スとなったソースバス配線に印加する信号電圧の電圧値を補正するようにしている。その
一方、近年では、行列状に並ぶ複数の画素部に、相対的に高輝度な明画素部と、相対的に
低輝度な暗画素部と、を含ませるようにし、明画素部の表示階調と暗画素部の表示階調と
の平均階調を利用した表示を行うことで、視野角補正を図る駆動手法を採る場合がある。
この場合、明画素部及び暗画素部が接続されたソースバス配線の断線修正を行うと、上記
した特許文献１に記載された技術を用いても、明画素部及び暗画素部に供給される信号電
圧の電圧値を適切に補正するのが困難となり、表示品位が低下することが懸念される。
【０００５】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、表示品位を改善するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の表示装置は、異なる色を呈する複数の画素部を行列状に配列してなる表示部材
と、複数の前記画素部に、相対的に高輝度な明画素部と、相対的に低輝度な暗画素部と、
が含まれて、前記明画素部の表示階調と前記暗画素部の表示階調との平均階調を利用した
表示駆動を行う表示駆動部と、複数の前記画素部における前記明画素部及び前記暗画素部
の配置パターンを複数種類記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された複数種類の前記配
置パターンの中から選択された前記配置パターンを、前記表示駆動部による表示駆動に利
用させる設定を行うためのパターン設定部と、を備える。
【０００７】
　このようにすれば、表示駆動部による表示駆動が行われると、表示部材は、行列状に配
列された複数の画素部に、相対的に高輝度な明画素部と、相対的に低輝度な暗画素部と、
が含まれ、明画素部の表示階調と暗画素部の表示階調との平均階調を利用した表示を行う
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。表示駆動部は、パターン設定部によって記憶部に記憶された複数種類の配置パターンの
中から特定の配置パターンを表示駆動に利用するよう設定されているので、例えば特定の
画素部が故障などに起因して本来の階調表示を行うのが難しい場合であっても、その画素
部が目立たないようにすることができる。これにより、表示品位が良好なものとなる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、表示品位を改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態１に係るテレビ受信装置の概略構成を示す分解斜視図
【図２】テレビ受信装置が備える液晶表示装置を構成する液晶パネルの概略的な断面図
【図３】液晶パネルを構成するアレイ基板の表示領域における配線構成を示す平面図
【図４】アレイ基板における配線構成を概略的に示す平面図
【図５】アレイ基板におけるソース配線と予備配線との関係を示す断面図
【図６】液晶パネルの表示駆動に関する構成の関係を表すブロック図
【図７】ＣＦ基板の表示領域における画素配列を示す平面図であって、第１直線状配置パ
ターンを表す平面図
【図８】ＣＦ基板の表示領域における画素配列を示す平面図であって、第２直線状配置パ
ターンを表す平面図
【図９】ＣＦ基板の表示領域における画素配列を示す平面図であって、第１千鳥配置パタ
ーンを表す平面図
【図１０】ＣＦ基板の表示領域における画素配列を示す平面図であって、第２千鳥配置パ
ターンを表す平面図
【図１１】ＣＦ基板の表示領域における画素配列を示す平面図であって、第３千鳥配置パ
ターンを表す平面図
【図１２】基準電位に対するソース配線に伝送される画像信号に係る電位の時間変化を表
す図であって、第１千鳥配置パターンを用いた場合の図
【図１３】基準電位に対するソース配線に伝送される画像信号に係る電位の時間変化を表
す図であって、第１直線状配置パターンまたは第２直線状配置パターンを用いた場合の図
【図１４】本発明の実施形態２に係る液晶パネルを構成するアレイ基板の表示領域におけ
る配線構成を示す平面図
【図１５】ＣＦ基板の表示領域における画素配列を示す平面図であって、第４千鳥配置パ
ターンを表す平面図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　＜実施形態１＞
　本発明の実施形態１を図１から図１３によって説明する。本実施形態では、液晶表示装
置１０について例示する。なお、各図面の一部にはＸ軸、Ｙ軸及びＺ軸を示しており、各
軸方向が各図面で示した方向となるように描かれている。また、図２などに示す上側を表
側とし、同図下側を裏側とする。
【００１１】
　本実施形態に係るテレビ受信装置１０ＴＶは、図１に示すように、全体として横長の略
方形状をなす液晶表示装置１０と、当該液晶表示装置１０を挟むようにして収容する表裏
両キャビネット１０Ｃ１，１０Ｃ２と、電源１０Ｐと、テレビ信号を受信するチューナー
（受信部）１０Ｔと、スタンド１０Ｓと、を備えて構成される。液晶表示装置１０は、図
２に示すように、画像を表示する液晶パネル（表示パネル）１１と、液晶パネル１１に表
示のための光を供給するバックライト装置（照明装置）と、を備え、これらが枠状のベゼ
ル（バックライト装置共々図示せず）などにより一体的に保持される。なお、バックライ
ト装置は、液晶パネル１１に対して裏側（背面側）に配置され、白色の光（白色光）を発
する光源（例えばＬＥＤなど）や光源からの光に光学作用を付与することで面状の光に変
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換する光学部材などを有する。
【００１２】
　次に、液晶パネル１１について説明する。液晶パネル１１は、図２に示すように、ほぼ
透明で優れた透光性を有するガラス製の一対の基板１１Ａ，１１Ｂと、両基板１１Ａ，１
１Ｂ間に介在し、電界印加に伴って光学特性が変化する物質である液晶分子（液晶材料）
を含む液晶層１１Ｃと、液晶層１１Ｃの周りを封止するよう周方向に沿って延在するとと
もに両基板１１Ａ，１１Ｂを液晶層１１Ｃの厚さ分のギャップを維持した状態で貼り合わ
せるシール部（図示せず）と、を少なくとも備える。液晶パネル１１は、画面の中央側部
分により構成されて画像が表示される表示領域（アクティブエリア）ＡＡと、画面の外周
側部分により構成されて表示領域ＡＡを取り囲む額縁状（枠状）をなすとともに画像が表
示されない非表示領域（ノンアクティブエリア）ＮＡＡと、に区分されている（図４を参
照）。液晶パネル１１は、バックライト装置から供給される光を利用して表示領域ＡＡに
画像を表示することができ、その表側が出光側とされている。なお、両基板１１Ａ，１１
Ｂの外面側には、それぞれ偏光板１２が貼り付けられている。
【００１３】
　液晶パネル１１を構成する両基板１１Ａ，１１Ｂのうち表側（正面側）がＣＦ基板１１
Ａとされ、裏側（背面側）がアレイ基板１１Ｂとされる。アレイ基板１１Ｂのうちの表示
領域ＡＡの内面側（液晶層１１Ｃ側、ＣＦ基板１１Ａとの対向面側）には、図２及び図３
に示すように、スイッチング素子であるＴＦＴ（Thin Film Transistor：表示素子）１３
及び画素電極１４が多数個ずつマトリクス状（行列状）に並んで設けられるとともに、こ
れらＴＦＴ１３及び画素電極１４の周りには、格子状をなすゲート配線（走査配線）１５
及びソース配線（信号配線、データ配線）１６が取り囲むようにして配設されている。ゲ
ート配線１５は、Ｘ軸方向（行方向）に沿って概ね直線状に延在していて走査信号を伝送
するのに対し、ソース配線１６は、Ｙ軸方向（列方向）に沿って概ね直線状に延在してい
て画像信号を伝送する。ゲート配線１５は、相対的に下層側に配される第１金属膜Ｍ１か
らなるのに対し、ソース配線１６は、相対的に上層側に配されて第１金属膜Ｍ１との間に
絶縁膜ＩＮが介在する第２金属膜Ｍ２からなる（図５を参照）。これにより、互いに交差
するゲート配線１５とソース配線１６との短絡が防がれている。ゲート配線１５は、ＴＦ
Ｔ１３のゲート電極に、ソース配線１６は、ＴＦＴ１３のソース電極に、それぞれ接続さ
れているのに対し、画素電極１４は、ＴＦＴ１３のドレイン電極に接続されている。そし
て、ＴＦＴ１３は、ゲート配線１５から走査信号が供給されることで駆動され、ソース配
線１６に供給される画像信号を画素電極１４に供給することで、画素電極１４を画像信号
に基づく電位に充電する。画素電極１４は、ゲート配線１５及びソース配線１６により囲
まれた方形の領域に配されており、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide：酸化インジウム錫）或い
はＺｎＯ（Zinc Oxide：酸化亜鉛）といった透明電極膜からなる。既述した通り、画素電
極１４は、Ｘ軸方向及びＹ軸方向に沿って多数個ずつ並んで配されているが、このうちＹ
軸方向に沿って直線状に並ぶ多数個の画素電極１４には、共通のソース配線１６がＴＦＴ
１３を介して接続されている。従って、Ｙ軸方向に沿って並んで列をなす画素電極１４群
は、共通のソース配線１６から画像信号の供給を受けることになる。
【００１４】
　一方、ＣＦ基板１１Ａのうちの表示領域ＡＡの内面側には、図２及び図３に示すように
、アレイ基板１１Ｂ側の各画素電極１４と対向状をなす位置に多数個のカラーフィルタ１
７がマトリクス状に並んで設けられている。カラーフィルタ１７は、赤色、緑色及び青色
（Ｒ，Ｇ，Ｂ）の三色を呈するものが所定の順で繰り返し並んで配置される。各色のカラ
ーフィルタ１７は、各色に係る特定の波長範囲の光を選択的に透過する。つまり、赤色の
カラーフィルタ（赤色カラーフィルタ）１７は、赤色の波長領域の光を、緑色のカラーフ
ィルタ（緑色カラーフィルタ）１７は、緑色の波長領域の光を、青色のカラーフィルタ（
青色カラーフィルタ）１７は、青色の波長領域の光を、それぞれ選択的に透過する。各カ
ラーフィルタ１７間には、混色を防ぐための格子状の遮光層（ブラックマトリクス）１８
が形成されている。遮光層１８は、上記したゲート配線１５及びソース配線１６と平面に
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視て重畳する配置とされる。カラーフィルタ１７及び遮光層１８の表面には、アレイ基板
１１Ｂ側の画素電極１４と対向するベタ状の対向電極１９が設けられている。対向電極１
９は、常に一定の基準電位に保たれている。また、両基板１１Ａ，１１Ｂの内面側には、
液晶層１１Ｃに含まれる液晶分子を配向させるための配向膜２０がそれぞれ形成されてい
る。
【００１５】
　この液晶パネル１１においては、図２に示すように、カラーフィルタ１７と、カラーフ
ィルタ１７と対向する画素電極１４と、が画素部ＰＸを構成している。画素部ＰＸは、カ
ラーフィルタ１７が呈する色に応じた表示色を呈する。具体的には、赤色のカラーフィル
タ１７を有するものが赤色の表示色となる赤色の画素部（赤色画素部）ＰＸであり、緑色
のカラーフィルタ１７を有するものが緑色の表示色となる緑色の画素部（緑色画素部）Ｐ
Ｘであり、青色のカラーフィルタ１７を有するものが青色の表示色となる青色の画素部（
青色画素部）ＰＸである。なお、図２，図７から図１１では、赤色のカラーフィルタ１７
及び画素部ＰＸを「Ｒ」にて、緑色のカラーフィルタ１７及び画素部ＰＸを「Ｇ」にて、
青色のカラーフィルタ１７及び画素部ＰＸを「Ｂ」にて、それぞれ示している。これら赤
色、緑色及び青色の各画素部ＰＸは、Ｘ軸方向（行方向）に沿って繰り返し並んで配され
るとともに、Ｙ軸方向（列方向）に沿って同色のものがそれぞれ連続して並んで配されて
いる（図７から図１１を参照）。これにより、液晶パネル１１には、異なる色を呈する多
数の画素部ＰＸが行列状に配列されている。そして、この液晶パネル１１においては、Ｙ
軸方向に沿って隣り合う赤色、緑色及び青色の３色の画素部ＰＸによって所定の階調のカ
ラー表示を可能な表示画素が構成されている。各色の画素部ＰＸを構成する各画素電極１
４は、接続されたＴＦＴ１３の駆動によってソース配線１６から供給される画像信号に基
づく電位に充電され、その電位と対向電極１９の基準電位との電位差に基づいて各色の画
素部ＰＸにおける液晶層１１Ｃの配向状態が変化し、もって各色の画素部ＰＸ毎に液晶パ
ネル１１の透過光量、つまり表示階調が個別に制御されるようになっている。各ＴＦＴ１
３に接続された各ゲート配線１５及び各ソース配線１６には、アレイ基板１１Ｂの端部に
接続されたフレキシブル基板を介してコントロール基板（フレキシブル基板共々図示せず
）に備わる表示駆動部２２から走査信号及び画像信号がそれぞれ供給されるようになって
いる（図６を参照）。表示駆動部２２は、各画素部ＰＸの表示階調に応じて例えば０～２
５５の階調値をとる２５６階調の画像信号を各ソース配線１６に供給する。
【００１６】
　ここで、液晶パネル１１における具体的な表示駆動について説明する。コントロール基
板に備わる表示駆動部２２は、複数の画素部ＰＸに、相対的に高輝度な（明るい）明画素
部ＨＰＸと、相対的に低輝度な（暗い）暗画素部ＬＰＸと、が含まれるように表示駆動し
ている（図７から図１１を参照）。具体的には、表示駆動部２２は、複数の画素部ＰＸの
うちのＸ軸方向について他の色の画素部ＰＸを介して隣り合う同色の２つの画素部ＰＸま
たはＹ軸方向について直接隣り合う同色の２つの画素部ＰＸのうちの一方が明画素部ＨＰ
Ｘとなり、他方が暗画素部ＬＰＸとなるようにしている。そして、表示駆動部２２は、明
画素部ＨＰＸの表示階調と暗画素部ＬＰＸの表示階調との平均階調が目的の表示階調とな
るように表示駆動を行っている。これにより、使用者が液晶パネル１１の表示面をどのよ
うな角度から視認した場合でも使用者に知覚される輝度（明るさ）が均等化されるように
なっており、もって視野角補正を図ることができる。また、表示駆動部２２は、各画素部
ＰＸに対して画像信号に係る極性を周期的に反転させる反転駆動を行っており、それによ
り液晶層１１Ｃの劣化を防ぐようにしている。
【００１７】
　ところで、本実施形態に係る液晶パネル１１を構成するアレイ基板１１Ｂには、図４に
示すように、ソース配線１６が断線した場合にその断線修理を行うための予備配線２１が
設けられている。予備配線２１は、アレイ基板１１Ｂにおける非表示領域ＮＡＡに配され
ていて表示領域ＡＡを迂回する形で引き回されている。詳しくは、予備配線２１は、ゲー
ト配線１５と同じ第１金属膜Ｍ１からなり、Ｘ軸方向に沿って概ね直線状に延在する一対
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の第１配線部２１Ａと、Ｙ軸方向に沿って概ね直線状に延在してその両端部が一対の第１
配線部２１Ａに連なる第２配線部２１Ｂと、を有する。このうち、一対の第１配線部２１
Ａは、図４及び図５に示すように、各ソース配線１６のうち、非表示領域ＮＡＡにまで延
出された両端側部分１６Ｅに対して交差しており、両端側部分１６Ｅと絶縁膜ＩＮを介し
て重畳する配置とされている。一対の第１配線部２１Ａは、全てのソース配線１６におけ
る両端側部分１６Ｅを横切る形で配されている。そして、ソース配線１６に断線が生じた
場合には、その断線が生じたソース配線１６における両端側部分１６Ｅと、予備配線２１
における一対の第１配線部２１Ａと、の重畳箇所にそれぞれレーザ光を照射して絶縁膜Ｉ
Ｎを破壊する。これにより、断線が生じたソース配線１６における両端側部分１６Ｅと、
予備配線２１における一対の第１配線部２１Ａと、が短絡される。ここで、ソース配線１
６には、両端側部分１６Ｅのうちの一方の端側部分１６Ｅ（例えば図４に示す下側の端側
部分１６Ｅ）から画像信号が供給されているので、断線箇所と一方の端側部分１６Ｅとの
間に配された画素部ＰＸを構成する画素電極１４には予備配線２１を介することなく通常
通りソース配線１６から画像信号が供給されるのに対し、断線箇所と他方の端側部分１６
Ｅとの間に配される画素部ＰＸを構成する画素電極１４には予備配線２１を介して画像信
号が供給される。このため、予備配線２１を介して画像信号が供給される画素部ＰＸを構
成する画素電極１４は、予備配線２１を介することなく画像信号が供給される画素部ＰＸ
を構成する画素電極１４に比べると、供給される画像信号に鈍りが生じ易くなっており、
本来の電位に充電されずに本来の階調表示が難しくなるおそれがある。特に、本実施形態
では、表示駆動部２２が、複数の画素部ＰＸに明画素部ＨＰＸと暗画素部ＬＰＸとが含ま
れるように表示駆動しているため、各画素部ＰＸに供給する画像信号に係る電圧変動が生
じ易くなっており、上記した予備配線２１を介して画像信号が供給される画素部ＰＸの階
調表示が本来とはかけ離れたものになりがちとなっていた。なお、図４では、ソース配線
１６の断線箇所を「×」印にて示すとともに、ソース配線１６と予備配線２１との短絡箇
所を「●」印にて示す。
【００１８】
　そこで、本実施形態に係る液晶表示装置１０は、図６に示すように、明画素部ＨＰＸの
表示階調と暗画素部ＬＰＸの表示階調との平均階調を利用した表示駆動を行う表示駆動部
２２と、複数の画素部ＰＸにおける明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸの配置パターンを
複数種類記憶する記憶部２３と、記憶部２３に記憶された複数種類の配置パターンの中か
ら選択された配置パターンを、表示駆動部２２による表示駆動に利用させる設定を行うた
めのパターン設定部２４と、を備える。これら表示駆動部２２、記憶部２３及びパターン
設定部２４は、いずれも既述したコントロール基板に設けられている。パターン設定部２
４は、液晶表示装置１０の製造過程において作業者により操作される。
【００１９】
　記憶部２３に記憶された配置パターンには、図７から図１１に示される５種類の配置パ
ターンが含まれている。なお、図７から図１１では、明画素部ＨＰＸに密度の高い線（斜
線、縦線及び横線）を、暗画素部ＬＰＸに密度の低い線を、それぞれ入れるとともに、各
画素部ＰＸの正負の極性を「＋」と「－」により示している。図７及び図８は、いずれも
複数ずつの明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸがＹ軸方向に沿って直線状に配される直線
状配置パターン（縦縞配置パターン）を表す。このうち、図７は、明画素部ＨＰＸ及び暗
画素部ＬＰＸがＸ軸方向について１つずつ交互に並ぶ第１直線状配置パターン（直線状配
置パターン、第１縦縞配置パターン）を表し、図８は、明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰ
ＸがＸ軸方向について２つずつ交互に並ぶ第２直線状配置パターン（直線状配置パターン
、第２縦縞配置パターン）を表す。図９から図１１は、いずれも複数ずつの明画素部ＨＰ
Ｘ及び暗画素部ＬＰＸが千鳥状に配される千鳥状配置パターンを表す。このうち、図９は
、明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸがＸ軸方向について１つずつ交互に並ぶ第１千鳥配
置パターン（千鳥配置パターン）を表し、図１０は、明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸ
がＸ軸方向について２つずつ交互に並ぶ第２千鳥配置パターン（千鳥配置パターン）を表
し、図１１は、明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸがＸ軸方向について３つずつ交互に並
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ぶ第３千鳥配置パターン（千鳥配置パターン、市松配置パターン）を表す。これら５種類
の配置パターンは、いずれもＹ軸方向に沿って並ぶ各画素部ＰＸが同一極性とされる。つ
まり、本実施形態では、パターン設定部２４によりいずれの配置パターンが設定された場
合であっても表示駆動部２２は、列反転駆動を行う。図７，図９及び図１１に示される各
配置パターンは、Ｘ軸方向について隣り合う４つの画素部ＰＸの極性が「＋－－＋」の順
となり、図８及び図１０に示される各配置パターンは、Ｘ軸方向について隣り合う４つの
画素部ＰＸの極性が「＋－＋－」の順となる。
【００２０】
　そして、表示駆動部２２は、図６に示すように、パターン設定部２４により設定された
配置パターンを利用して表示駆動を行うので、パターン設定部２４によって適切な配置パ
ターンを設定すれば、予備配線２１を用いた修理が行われたソース配線１６に接続された
画素部ＰＸを目立ち難くすることが可能となる。具体的には、本実施形態に係る液晶パネ
ル１１は、既述した通り、Ｙ軸方向に沿って直線状に並ぶ多数個の画素部ＰＸ（画素電極
１４）に共通のソース配線１６が接続されている。このような構成の液晶パネル１１の製
造過程で予備配線２１を用いた修理が行われた場合には、記憶部２３に記憶された５種類
の配置パターンの中から図７または図８に示されるいずれかの直線状配置パターンを選択
してパターン設定部２４により設定するのが好ましい。ここで、図９に示される第１千鳥
配置パターンを選択した場合と、図７または図８に示される直線状配置パターンを選択し
た場合と、でソース配線１６に伝送される画像信号がどのようになるか、に関して図１２
及び図１３を用いて説明する。図１２及び図１３は、対向電極１９の基準電位に対するソ
ース配線１６に伝送される画像信号に係る電位が、単位表示期間毎にどのように変化する
かを表す図であり、各図において一点鎖線で示される基準電位に対して上側は極性が正（
＋）であり、下側は極性が負（－）である。また、図１２及び図１３では、正極性の画像
信号に係る電位を実線にて、負極性の画像信号に係る電位を二点鎖線にて、それぞれ示し
ている。
【００２１】
　まず、図９に示される第１千鳥配置パターンを、表示駆動部２２の表示駆動に利用する
ようパターン設定部２４により設定した場合には、図１２に示すように、相対的に高い電
位の画像信号と、相対的に低い電位の画像信号と、が単位表示期間毎に交互にソース配線
１６に伝送されることになる。つまり、第１千鳥配置パターンを用いると、ソース配線１
６に伝送される画像信号に電圧変動が生じることになる。このため、列方向に沿って直線
状に並ぶ複数の画素部ＰＸに、予備配線２１を用いた断線修理に伴って予備配線２１を経
由して画像信号が供給されるものが含まれていると、その画素部ＰＸは上記した画像信号
に生じる電圧変動の影響を受けて本来の階調表示が困難になるおそれがある。これに対し
、図７または図８に示される第１直線状配置パターンまたは第２直線状配置パターンを、
表示駆動部２２の表示駆動に利用するようパターン設定部２４により設定した場合には、
図１３に示すように、相対的に高い電位の画像信号と、相対的に低い電位の画像信号と、
のいずれかが常にソース配線１６に伝送されることになる。つまり、第１直線状配置パタ
ーンまたは第２直線状配置パターンを用いると、ソース配線１６に伝送される画像信号に
電圧変動が殆ど生じなくなる。従って、列方向に沿って直線状に並ぶ複数の画素部ＰＸに
、予備配線２１を用いた断線修理に伴って予備配線２１を経由して画像信号が供給される
ものが含まれても、その画素部ＰＸは画像信号に電圧変動が生じ難くなっていることで、
本来の階調表示に相対的に近い階調表示を行うことが可能となる。これにより、断線修理
に伴って予備配線２１を経由して画像信号が供給される画素部ＰＸを目立ち難くすること
ができ、もって表示品位が良好なものとなる。
【００２２】
　本実施形態は以上のような構造であり、続いてその液晶表示装置１０の製造方法を説明
する。本実施形態に係る液晶表示装置１０の製造方法は、液晶パネル１１を製造する液晶
パネル製造工程（表示部材製造工程）と、表示駆動部２２、記憶部２３及びパターン設定
部２４などを有するコントロール基板を実装する実装工程と、液晶パネル１１に検査画像
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を表示させて複数の画素部ＰＸの表示階調を検査する検査工程と、特定の配置パターンを
表示駆動部２２による表示駆動に利用させる設定をパターン設定部２４により行うパター
ン設定工程と、を含む。さらには、液晶表示装置１０の製造方法には、検査工程とパター
ン設定工程との間に行われる修理工程が含まれている。なお、上記した各工程以外にも、
液晶表示装置１０の製造方法には、例えば液晶パネル１１にバックライト装置を組み付け
るバックライト組み付け工程などが含まれている。
【００２３】
　液晶パネル製造工程では、液晶パネル１１に、表示領域ＡＡ、ソース配線１６及び予備
配線２１などを既知のフォトリソグラフィ法などを用いて設けるようにしている。検査工
程では、液晶パネル１１に検査用のバックライト装置から光を照射しつつ検査画像を表示
させ、その検査画像を作業者が目視することで、ソース配線１６の断線の有無などを検査
している。検査工程にて断線したソース配線１６が見つかった液晶パネル１１に関しては
、修理工程が行われる。修理工程では、断線が生じていたソース配線１６の両端側部分１
６Ｅと予備配線２１の第１配線部２１Ａとの重畳箇所にレーザ光を照射することで、これ
らの間に介在する絶縁膜ＩＮを破壊する（図４及び図５を参照）。これにより、断線が生
じていたソース配線１６の両端側部分１６Ｅと予備配線２１の第１配線部２１Ａとの重畳
箇所同士が短絡される。なお、検査工程にて断線したソース配線１６が見つからなかった
液晶パネル１１に関しては、修理工程を飛ばしてパターン設定工程が行われる。
【００２４】
　パターン設定工程では、修理工程を経て予備配線２１を用いた修理が行われた液晶パネ
ル１１の表示駆動を行う表示駆動部２２に、記憶部２３に記憶された５種類の配置パター
ンの中から特定の配置パターンを選択し、その選択された配置パターンを利用させる設定
が行われる（図６を参照）。本実施形態では、作業者に、図７または図８に示される第１
直線状配置パターンまたは第２直線状配置パターンを選択して設定を行わせるようにする
。従って、ソース配線１６の断線修理に伴って本来の階調表示を行うのが難しい画素部Ｐ
Ｘが生じていた場合でも、パターン設定部２４により明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸ
がＹ軸方向に沿って直線状に配される第１直線状配置パターンまたは第２直線状配置パタ
ーンが設定されることで（図７または図８を参照）、Ｙ軸方向に沿って直線状に配される
明画素部ＨＰＸに同じソース配線１６から同じ極性の画像信号が供給されて電圧変動が生
じ難くなるとともに、Ｙ軸方向に沿って直線状に配される暗画素部ＬＰＸに同じソース配
線１６から同じ極性の画像信号が供給されて電圧変動が生じ難くなる（図１３を参照）。
これにより、本来とは異なる表示階調の表示を行う画素部ＰＸが目立たないようになるの
で、表示品位が良好なものとなる。一方、検査工程にて断線したソース配線１６が見つか
らなかった液晶パネル１１に関しては、パターン設定工程では、記憶部２３に記憶された
５種類の配置パターンの中から例えば図９から図１１に示される千鳥配置パターンのいず
れかを選択し、その選択された千鳥配置パターンを利用する設定が行われる。このように
すれば、第１直線状配置パターンまたは第２直線状配置パターンを選択した場合に比べる
と、Ｙ軸方向に沿う直線状の表示ムラが視認され難くなるので、解像感が優れたものとな
る。
【００２５】
　以上説明したように本実施形態の液晶表示装置（表示装置）１０は、異なる色を呈する
複数の画素部ＰＸを行列状に配列してなる液晶パネル（表示部材）１１と、複数の画素部
ＰＸに、相対的に高輝度な明画素部ＨＰＸと、相対的に低輝度な暗画素部ＬＰＸと、が含
まれて、明画素部ＨＰＸの表示階調と暗画素部ＬＰＸの表示階調との平均階調を利用した
表示駆動を行う表示駆動部２２と、複数の画素部ＰＸにおける明画素部ＨＰＸ及び暗画素
部ＬＰＸの配置パターンを複数種類記憶する記憶部２３と、記憶部２３に記憶された複数
種類の配置パターンの中から選択された配置パターンを、表示駆動部２２による表示駆動
に利用させる設定を行うためのパターン設定部２４と、を備える。
【００２６】
　このようにすれば、表示駆動部２２による表示駆動が行われると、液晶パネル１１は、
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行列状に配列された複数の画素部ＰＸに、相対的に高輝度な明画素部ＨＰＸと、相対的に
低輝度な暗画素部ＬＰＸと、が含まれ、明画素部ＨＰＸの表示階調と暗画素部ＬＰＸの表
示階調との平均階調を利用した表示を行う。表示駆動部２２は、パターン設定部２４によ
って記憶部２３に記憶された複数種類の配置パターンの中から特定の配置パターンを表示
駆動に利用するよう設定されているので、例えば特定の画素部ＰＸが故障などに起因して
本来の階調表示を行うのが難しい場合であっても、その画素部ＰＸが目立たないようにす
ることができる。これにより、表示品位が良好なものとなる。
【００２７】
　また、液晶パネル１１は、複数の画素部ＰＸが配列される表示領域ＡＡと、表示領域Ａ
Ａにて列方向に沿って延在しつつ複数の画素部ＰＸに接続されてそれらに画像信号を供給
するソース配線（信号配線）１６と、表示領域ＡＡを迂回する形で引き回されてその第１
配線部（一部ずつ）２１Ａがソース配線１６の両端側部分１６Ｅと絶縁膜ＩＮを介して重
畳する予備配線２１と、を備える。このようにすれば、表示領域ＡＡに配列された複数の
画素部ＰＸには、接続されたソース配線１６により画像信号が供給される。ソース配線１
６に断線が生じた場合には、表示領域ＡＡを迂回する形で引き回される予備配線２１の第
１配線部２１Ａと、断線したソース配線１６の両端側部分１６Ｅと、の間に介在する絶縁
膜ＩＮを破壊し、これらを短絡させる。すると、予備配線２１を介してソース配線１６に
接続された複数の画素部ＰＸに画像信号を供給することが可能となる。一方、予備配線２
１を介して画像信号が供給される画素部ＰＸは、予備配線２１を介すことなく画像信号が
供給される画素部ＰＸに比べると、供給される画像信号に鈍りが生じ易くなっており、本
来の階調表示が難しくなるおそれがある。その点、表示駆動部２２は、パターン設定部２
４によって記憶部２３に記憶された複数種類の配置パターンの中から特定の配置パターン
を表示駆動に利用するよう設定されているので、ソース配線１６の断線修理に伴って本来
の階調表示を行うのが難しい画素部ＰＸが生じても、その画素部ＰＸが目立たないように
することができる。
【００２８】
　また、液晶パネル１１は、列方向に沿って延在しつつ列方向に沿って直線状に並ぶ複数
の画素部ＰＸに接続されてこれらの画像信号を供給するソース配線１６を備えており、記
憶部２３は、複数種類の配置パターンに、明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸが列方向に
沿って直線状に配される直線状配置パターンを含むよう記憶する。このようにすれば、列
方向に沿って直線状に並ぶ複数の画素部ＰＸには、接続されたソース配線１６により画像
信号が供給される。ここで、例えばソース配線１６の断線修理などに起因して本来の階調
表示を行うのが難しい画素部ＰＸが生じた場合でも、表示駆動部２２は、パターン設定部
２４によって記憶部２３に記憶された複数種類の配置パターンの中から明画素部ＨＰＸ及
び暗画素部ＬＰＸが列方向に沿って直線状に配される直線状配置パターンを表示駆動に利
用するよう設定されれば、直線状に配される明画素部ＨＰＸに同じソース配線１６から画
像信号が供給されて電圧変動が生じ難くなるとともに、直線状に配される暗画素部ＬＰＸ
に同じソース配線１６から画像信号が供給されて電圧変動が生じ難くなる。これにより、
本来の階調表示を行うのが難しい画素部ＰＸが目立たないようにすることができる。
【００２９】
　また、本実施形態に係るテレビ受信装置１０ＴＶは、上記記載の液晶表示装置１０を備
える。このようなテレビ受信装置１０ＴＶによれば、液晶表示装置１０の表示品位が優れ
ているから、表示品位に優れたテレビ画像の表示を実現することができる。
【００３０】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置１０の製造方法は、異なる色を呈する複数の画素
部ＰＸを行列状に配列してなる液晶パネル１１を製造する液晶パネル製造工程（表示部材
製造工程）と、複数の画素部ＰＸに相対的に高輝度な明画素部ＨＰＸと相対的に低輝度な
暗画素部ＬＰＸとが含まれて明画素部ＨＰＸの表示階調と暗画素部ＬＰＸの表示階調との
平均階調を利用した表示駆動を行う表示駆動部２２と、複数の画素部ＰＸにおける明画素
部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸの配置パターンを複数種類記憶する記憶部２３と、記憶部２
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３に記憶された複数種類の配置パターンの中から選択される配置パターンを表示駆動部２
２による表示駆動に利用させる設定を行うためのパターン設定部２４と、を実装する実装
工程と、液晶パネル１１に検査画像を表示させて複数の画素部ＰＸの表示階調を検査する
検査工程と、検査工程による検査結果に基づいて記憶部２３に記憶された複数種類の配置
パターンの中から選択される配置パターンを、表示駆動部２２による表示駆動に利用させ
る設定をパターン設定部２４により行うパターン設定工程と、を含む。
【００３１】
　このようにすれば、液晶パネル製造工程及び実装工程を経た後に行われる検査工程では
、液晶パネル１１に検査画像が表示され、その検査画像に基づいて行列状に配列された複
数の画素部ＰＸの表示階調が検査される。続いて行われるパターン設定工程では、この検
査工程による検査結果に基づいて記憶部２３に記憶された複数種類の配置パターンの中か
ら選択される配置パターンを、表示駆動部２２による表示駆動に利用させる設定をパター
ン設定部２４により行う。従って、検査結果において複数の画素部ＰＸに本来とは異なる
表示階調の表示を行う画素部ＰＸが含まれていた場合であっても、パターン設定部２４に
より適切な配置パターンを設定することで、本来とは異なる表示階調の表示を行う画素部
ＰＸが目立たないようにすることができる。これにより、表示品位が良好なものとなる。
【００３２】
　また、上記した液晶表示装置１０の製造方法において、液晶パネル製造工程では、液晶
パネル１１に、複数の画素部ＰＸが配列される表示領域ＡＡと、表示領域ＡＡにて列方向
に沿って延在しつつ複数の画素部ＰＸに接続されてそれらに画像信号を供給するソース配
線１６と、表示領域ＡＡを迂回する形で引き回されてその第１配線部２１Ａがソース配線
１６の両端側部分１６Ｅと絶縁膜ＩＮを介して重畳する予備配線２１と、を設けていて、
検査工程では、ソース配線１６の断線の有無を検査しており、検査工程とパターン設定工
程との間に行われて断線が生じていたソース配線１６の両端側部分１６Ｅと予備配線２１
の第１配線部２１Ａとの重畳箇所間に介在する絶縁膜ＩＮを破壊してこれらを短絡させる
修理工程を含む。このようにすれば、検査工程にて断線が生じたソース配線１６が見つか
った場合には、修理工程にて断線が生じていたソース配線１６の両端側部分１６Ｅと予備
配線２１の第１配線部２１Ａとの重畳箇所間に介在する絶縁膜ＩＮを破壊してこれらを短
絡させる。すると、予備配線２１を介してソース配線１６に接続された複数の画素部ＰＸ
に画像信号を供給することが可能となる。一方、予備配線２１を介して画像信号が供給さ
れる画素部ＰＸは、予備配線２１を介すことなく画像信号が供給される画素部ＰＸに比べ
ると、供給される画像信号に鈍りが生じ易くなっており、本来の階調表示が難しくなるお
それがある。そこで、パターン設定工程では、検査工程による検査結果に基づいて記憶部
２３に記憶された複数種類の配置パターンの中から選択される配置パターンを、表示駆動
部２２による表示駆動に利用させる設定をパターン設定部２４により行うようにしている
ので、ソース配線１６の断線修理に伴って本来の階調表示を行うのが難しい画素部ＰＸが
生じても、その画素部ＰＸが目立たないようにすることができる。
【００３３】
　＜実施形態２＞
　本発明の実施形態２を図１４または図１５によって説明する。この実施形態２では、画
素電極１１４に対するソース配線１１６の接続の仕方などを変更したものを示す。なお、
上記した実施形態１と同様の構造、作用及び効果について重複する説明は省略する。
【００３４】
　本実施形態に係るソース配線１１６は、図１４に示すように、Ｙ軸方向に沿って延在し
つつ千鳥状に並ぶ複数の画素部ＰＸに接続されている。詳しくは、Ｘ軸方向及びＹ軸方向
に沿って行列状に並ぶ多数の画素電極１１４（画素部ＰＸ）のうち、ソース配線１１６を
挟んでＸ軸方向について隣り合う２列の画素電極１１４群に含まれて千鳥状に並ぶ複数の
画素電極１１４は、共通のソース配線１１６がＴＦＴ１１３を介して接続されていてその
共通のソース配線１１６から画像信号の供給を受ける。
【００３５】
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　これに対し、本実施形態では図示を省略する記憶部（図６を参照）は、上記した実施形
態１にて説明した５種類の配置パターンに加えて、図１５に示される第４千鳥配置パター
ン（千鳥配置パターン、ドット反転配置パターン）を記憶している。図１５は、千鳥配置
パターンの一種である第４千鳥配置パターンを表す。第４千鳥配置パターンは、第１千鳥
配置パターンと同様に、明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸがＸ軸方向について１つずつ
交互に並ぶものの、Ｘ軸方向及びＹ軸方向について隣り合う各画素部ＰＸの極性がそれぞ
れ反転している。第４千鳥配置パターンでは、Ｘ軸方向及びＹ軸方向について隣り合う４
つずつの画素部ＰＸの極性が「＋－＋－」の順となる。
【００３６】
　このような構成の液晶表示装置の製造方法に含まれるパターン設定工程では、修理工程
を経て予備配線を用いた修理が行われた液晶パネルの表示駆動を行う表示駆動部に、記憶
部に記憶された６種類の配置パターンの中から図１５に示される第４千鳥配置パターンを
選択し、その選択された第４千鳥配置パターンを利用させる設定が行われる。従って、ソ
ース配線１１６の断線修理に伴って本来の階調表示を行うのが難しい画素部ＰＸが生じて
いた場合でも、パターン設定部により明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸが千鳥状に配さ
れる第４千鳥配置パターンが設定されることで、千鳥状に配される明画素部ＨＰＸに同じ
ソース配線１１６から同じ極性の画像信号が供給されて電圧変動が生じ難くなるとともに
、千鳥状に配される暗画素部ＬＰＸに同じソース配線１１６から同じ極性の画像信号が供
給されて電圧変動が生じ難くなる（図１３を参照）。これにより、本来とは異なる表示階
調の表示を行う画素部ＰＸが目立ち難くなるので、表示品位が良好なものとなる。
【００３７】
　以上説明したように本実施形態によれば、液晶パネルは、列方向に沿って延在しつつ千
鳥状に並ぶ複数の画素部ＰＸに接続されてこれらに画像信号を供給するソース配線１１６
を備えており、記憶部は、複数種類の配置パターンに、明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰ
Ｘが千鳥状に配される千鳥配置パターンを含むよう記憶する。このようにすれば、千鳥状
に並ぶ複数の画素部ＰＸには、接続されたソース配線１１６により画像信号が供給される
。ここで、例えばソース配線１１６の断線修理などに起因して本来の階調表示を行うのが
難しい画素部ＰＸが生じた場合でも、表示駆動部は、パターン設定部によって記憶部に記
憶された複数種類の配置パターンの中から明画素部ＨＰＸ及び暗画素部ＬＰＸが千鳥状に
配される千鳥配置パターンを表示駆動に利用するよう設定されれば、千鳥状に配される明
画素部ＨＰＸに同じソース配線１１６から画像信号が供給されて電圧変動が生じ難くなる
とともに、千鳥状に配される暗画素部ＬＰＸに同じソース配線１１６から画像信号が供給
されて電圧変動が生じ難くなる（図１３を参照）。これにより、本来の階調表示を行うの
が難しい画素部ＰＸが目立たないようにすることができる。
【００３８】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）上記した各実施形態以外にも、記憶部に記憶させる配置パターンの具体的な内容
は適宜に変更可能である。具体的には、配置パターンには、明画素部及び暗画素部に係る
配列と、画素部の極性に係る配列と、が含まれているが、これらの配列を適宜に変更する
ことができる。前者に関しては、例えば明画素部及び暗画素部がそれぞれＸ軸方向に沿っ
て直線状に並ぶ配置パターンを採ることも可能である。また、後者に関しては、例えば図
７，図９及び図１１に示される各配置パターンにおいてＸ軸方向について隣り合う４つの
画素部の極性を「＋－＋－」の順としたり、図８及び図１０に示される各配置パターンに
おいてＸ軸方向について隣り合う４つの画素部の極性を「＋－－＋」の順としたりするこ
とが可能である。
　（２）上記した各実施形態では、液晶表示装置を構成する液晶パネルが予備配線を有す
るとともに、液晶表示装置の製造方法に予備配線を用いた修理工程が含まれる場合を示し
たが、液晶パネルが予備配線を有しておらず、液晶表示装置の製造方法に修理工程が含ま
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供給される画像信号による画素電極の充電率が芳しくない場合もあり、そのような液晶パ
ネルを備える液晶表示装置では、その製造方法に含まれるパターン設定工程にて、画素電
極（画素部）に対するソース配線の接続態様などに応じて複数種類の配置パターンの中か
ら特定の配置パターンを選択し、その選択した配置パターンを表示駆動部による表示駆動
に利用させるようパターン設定部により設定を行えばよい。
　（３）上記した各実施形態以外にも、液晶パネルにおける画素電極（画素部）に対する
ソース配線の具体的な接続態様は適宜に変更可能である。
　（４）上記した各実施形態では、表示駆動部、記憶部及びパターン設定部がいずれもコ
ントロール基板に設けられた場合を示したが、これらのいずれかまたは全てがコントロー
ル基板以外の部品に設けられていても構わない。
　（５）上記した各実施形態では、液晶パネル及びシャーシがその短辺方向を鉛直方向と
一致させた縦置き状態とされるものを例示したが、液晶パネル及びシャーシがその長辺方
向を鉛直方向と一致させた縦置き状態とされるものも本発明に含まれる。
　（６）上記した各実施形態では、液晶表示装置のスイッチング素子としてＴＦＴを用い
たが、ＴＦＴ以外のスイッチング素子（例えば薄膜ダイオード（ＴＦＤ））を用いた液晶
表示装置にも適用可能であり、カラー表示する液晶表示装置以外にも、白黒表示する液晶
表示装置にも適用可能である。
　（７）上記した各実施形態では、透過型の液晶表示装置を例示したが、それ以外にも反
射型の液晶表示装置や半透過型の液晶表示装置にも本発明は適用可能である。
　（８）上記した各実施形態では、表示パネルとして液晶パネルを用いた液晶表示装置を
例示したが、他の種類の表示パネルを用いた表示装置にも本発明は適用可能である。
　（９）上記した各実施形態では、チューナーを備えたテレビ受信装置を例示したが、チ
ューナーを備えない表示装置にも本発明は適用可能である。具体的には、電子看板（デジ
タルサイネージ）や電子黒板として使用される液晶表示装置にも本発明は適用することが
できる。
【符号の説明】
【００３９】
　１０…液晶表示装置（表示装置）、１０ＴＶ…テレビ受信装置、１１…液晶パネル（表
示部材）、１６，１１６…ソース配線（信号配線）、１６Ｅ…端側部分、２１…予備配線
、２１Ａ…第１配線部（一部ずつ）、２２…表示駆動部、２３…記憶部、２４…パターン
設定部、ＡＡ…表示領域、ＨＰＸ…明画素部、ＩＮ…絶縁膜、ＬＰＸ…暗画素部、ＰＸ…
画素部
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摘要(译)

提高显示质量。 液晶显示装置10包括液晶面板11，其中呈现不同颜色的
多个像素部分PX以矩阵形式排列，多个像素部分PX和具有相对高亮度的
亮像素部分HPX。一种显示驱动单元，使用亮像素区域HPX的显示灰度
级和暗像素区域LPX的显示灰度级的平均灰度级来执行显示驱动，包括
相对低亮度的暗像素区域LPX; 22.一种存储单元23，用于在多个像素单
元PX中存储多种类型的亮像素单元HPX和暗像素单元LPX的布置图案，
以及从存储在存储单元23中的多种布置图案中选择的布置并且图案设置
单元24用于设置由显示驱动单元22用于显示驱动的图案。 [选图]图6
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